
Ⅰ　基本情報

Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　公益財団法人札幌市公園緑化協会（以下、「当
協会」）は、当協会の≪理念≫の達成のための方
針である≪公益性「５つのK」≫のもとで、以下に示
す『管理運営の基本方針』にしたがって、札幌市の
貴重な財産である公園緑地の管理運営に携わっ
た。

１．平等・公平な利用の機会を確保し、公共の福祉
増進の場としての利用効果を高める。

２．関係法令・条例等を遵守し、利用者や市民の声
の反映とその発信に努め、開かれた管理運営によ
る安全で安心、快適な利用環境を提供する。

３．資源・施設の長寿命化を念頭に置き、効率的な
管理運営による経費削減を図り、安定した質の高
いサービスを提供する。

①平岡公園　②清田南公園 所在地

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

1　業務の要求水準達成度

所管局の評価

公園維持管理業務、有料公園施設（野球場、庭球場）運営（利用料金制度）

公益財団法人札幌市公園緑化協会

　平岡公園におい
ては、梅林、自然
林、湿地景観の管
理を第一に考えて
運営管理に取り組
んでいる。地域ボ
ランティアをはじめ
酪農学園大学や
市立大学、北海道
大学と協働で環境
教育や環境保全に
努めた。

①663,699㎡　②68,938㎡

主要施設

都市公園の健全な発達を図り、もつて公共の福祉の増進に資すること。

①梅林、野球場、庭球場、パークゴルフ場、遊戯広場　②多目的広場、庭球場、スキー山

公募

指定期間

名称

募集方法

業務の範囲

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）
建設局みどりの推進部みどりの管理課
(2536)
清田区土木部維持管理課（888-2800）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

①平成3年3月31日
②昭和61年3月31日

延床面積

①清田区平岡公園
②清田区清田7条2丁目

指定単位

施設数：2

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグ
ループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化(環境負荷の低減
等)の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

令和5年4月1日～令和10年3月31日

名称

平岡公園、清田南公園の維持管理及び運営（園内の維持管理、管理事務、園内の安全確保に関する業務）

施設数：2

項　目 実施状況

３　評価単位
複数施設を一括評価の場合、その理由：同一の指定管理者で維持管理しているため。

指定管理者
の自己評価

　基本方針に基
づき、平岡公園
の特徴である梅
林や自然環境等
を活かす運営管
理に取り組んだこ
とを評価します。
市民や関係諸団
体等と連携し、環
境学習等の場と
しての魅力向上
に努めたことを評
価します。
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電気使用量は、平
岡公園の一部園
路灯の消灯などに
より節電に努め
た。植物残渣のリ
サイクルや環境に
配慮した減農薬管
理を、継続して取り
組んだ。

人気のある自然林
内で、動線の段
差、窪み、腐朽施
設等を調査し、危
険と思われる箇所
については簡易補
修を行い、事故防
止を図った。また、
休養施設の更新も
含めた大規模補修
部分は、札幌市と
協議するとともに、
補修の可否や利
用状況などから判
断して利用に耐え
られないベンチ等
の撤去を行うな
ど、適切な対応処
理を行った。また、
管理事務所で車い
す及びベビーカー
の貸し出しを行っ
たが利用はなかっ

園内の安全管理
の観点から、日常
巡回に重点をお
き、施設の不具合
を発見した際は、
使用禁止や通行
止めなどの処置を
図り、事故防止に
努めた。
今後も限られた予
算・収入の中で取
組み項目に優先順
位を付け、管理運
営の効率化に務め
たい。

年齢や障がいの程度、性別、主義・主張、思想・信
条、民族や言語、社会的地位や身分の違い等に
よって、公園の平等利用が妨げられないよう、ま
た、利用者に不公平感を抱かせることのないよう、
スタッフ教育を徹底し、施設の管理運営を行う。
▼園路丸太階段の簡易補修を行った。
▼管理事務所で車いす及びベビーカーの貸出を
行った。

研修による人材育
成を行い、的確な
管理を遂行した。
また職員による支
援体制を確立し、
支援を行った。ボ
ランティアコーディ
ネーターを配置し、
ボランティアの活
動支援を行い、活
動者の満足度を高
めた。

▼環境マネジメントシステム（EMS）を運用し、電気
使用量の削減等の取り組みを行っている。

▼職員に対して、環境マネジメント研修を年1回（4
月）実施した。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、
従事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼植物残渣のリサイクルを実施するなど、環境に
配慮した管理を行った。

４．自己実現、生涯学習の場として積極的な利用を
促すため、市民や関係諸団体・機関等との連携・
協働を推進し、活動の場としての魅力を高める。

５．公園と周辺自然林の自然環境に接し、守り育て
る活動を通じて、市民の自然を大切に思う心をはぐ
くむ。

６．公園の特徴である、札幌近郊で最大の梅林を
最大限に活かし、公園の魅力・価値の向上に努め
る。

▼業務分担、指揮命令系統、連絡系統等を定め
た。
▼当初の事業計画書の通り、採用したボランティア
コーディネーターを継続して本年度も採用した。

公園利用者が平
等利用かつ安全
に利用できるよう
適切な対応に努
めたことを評価し
ます。

節電意識の向上
に努めたことを初
め、環境に配慮し
た取り組みを行っ
たことを評価しま
す。

適切な対応につ
いて評価します。
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開催回 協議・報告内容

＜協議会メンバー＞

みどりの管理課
札幌市みどりの管理課 係長２名、担当者2名
清田区土木部　担当者２名
（公財）札幌市公園緑化協会 事業４課長、管理事
務所長、担当者

みどりの管理課と
清田区土木部の
参加で運営協議会
を開催し、前年に
引き続き有意義な
協議ができた。新
年度の管理運営に
協議内容を活かし
ていきたい。

＜協議会メンバー＞

平岡どんぐりの森、札幌市立大学専門研究員矢部
和夫、酪農学園大学教授中谷暢丈、札幌市みどり
の管理課、（公財）札幌市公園緑化協会平岡公園

　湿地木道工事計
画の検討会で現地
で意見交換を行っ
た。

協議・報告内容 　湿地木道工事計
画の検討会で意見
交換を行った。第1回

10月23日

開催回

ウメの開花について（梅まつり含む）
自主事業の実施状況について
施設の老朽化について
清田南公園について

協議・報告内容

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

開催回

▼作業機械の整備環境を充実させるため、交換部
品、潤滑油脂類等の在庫を増やし、また老朽化が
著しい機械は更新し、作業の効率化を図った。

老朽化した機械が
多く、作業効率が
低下してきたた
め、整備作業を充
実させるとともに機
械の更新も徐々に
進め、改善を図っ
た。

▼電気保安、機械警備、自動ドア保守点検、遊具
精密点検、塵芥処理、公衆トイレ清掃など、直営で
の対応が困難な作業について、第三者に対する委
託を行った。委託に際しては、確実な事前打ち合
わせ、作業中・作業後の現場確認のほか、日報等
による文書での業務履行確認を行った。

実施状況の通り、
計画に沿って適切
な対応を行うこと
ができたと考える。
なお、電気保安点
検の際は、同行し
て作業確認を行っ
た。

第１回
3月10日

はらっぱ会議

＜協議会メンバー＞

平岡どんぐりの森、札幌市立大学専門研究員矢部
和夫、酪農学園大学教授中谷暢丈、札幌市みどり
の管理課、（公財）札幌市公園緑化協会平岡公園

第2回
11月8日

はらっぱ会議

適切な対応につ
いて評価します。

適切な対応につ
いて評価します。
引き続き業務の
履行確認は確実
に行い、よく把握
するよう心掛けて
いただきたい。

適切な対応につ
いて評価します。

適切な対応につ
いて評価します。
市民や関係団体
と密に意見交換
を行い、よりよい
公園の管理運営
に活かしていただ
きたい。
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協議・報告内容

第3回
3月19日

はらっぱ会議

＜協議会メンバー＞

平岡どんぐりの森、札幌市立大学専門研究員矢部
和夫、酪農学園大学教授中谷暢丈、札幌市みどり
の管理課、（公財）札幌市公園緑化協会平岡公園・
さけ科学館

平岡公園で開催す
る、次年度の協働
イベント日程の調
整や協力体制の
確認、及び湿地木
道工事の次年度
の計画の確認を
行った。

▽　要望・苦情対応

開催回

▼資金管理については、指定管理業務や自主事
業等、公園ごとに区分している。
▼当協会の規定に基づき、現金や金券類、預金通
帳等の施錠管理や帳簿類の内部監査を年2回実
施しているほか、公認会計士2名による外部監査を
導入している。
▼現金等の取扱いに関しては、現金取扱規定を整
備しており、管理体制の強化及び不祥事防止の取
組みを行っている。

不正行為や事故
発生の未然防止
のため、複数名に
よる現金等の確認
を徹底した。

不正経理等はなく
問題はない。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタ
リングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、
自己評価の実施）

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

平岡公園では、駐
車場開放に関する
苦情と野生生物及
び施設補修に関す
る要望が２件あっ
た。

清田南公園では、
テニスコート内に
犬を放している利
用者が居るため使
用者がいない場合
は毎回施錠をする
よう苦情が１件
あった。

▼要望、意見については、公園管理運営等に役立
てるため、情報の共有をしている。

▼要望・苦情対応については苦情等対応報告票に
より、スタッフと協会本部、札幌市への情報共有を
行っている。作業中の要望等については、終業ミー
ティングの際、確実に管理責任者に伝達するよう
徹底した。

　　　　　平岡公園     苦情1件、要望2件、称賛0件

　　　　　清田南公園  苦情1件、要望0件、称賛0件

適切な対応につ
いて評価します。
ご意見・ご要望に
は引き続き真摯
にご対応いただ
きたい。

適切な対応につ
いて評価します。

▼月毎、四半期毎、年度での札幌市への報告の
際、マネージャーによるセルフモニタリングを記載
し、報告を行った。

苦情・要望件数の
過去との比較、ア
ンケート調査によ
る利用者満足度を
把握し、適正な業
務の評価を行っ
た。

適切な対応につ
いて評価します。
複数名での確認
を怠らず引き続き
適切な処理をお
願いいたします。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　▼　スタッフの雇用に関して、労働基準法、最低賃金
法、労働安全衛生法、労働者災害補償保険法、健康
保険法・厚生年金保険法、雇用保険法、労働契約法、
男女雇用機会均等法、次世代育成支援対策推進法、
女性活躍推進法、育児休業・介護休業等に関する法
律、労働保険の保険料の徴収等に関する法律、その
他関連する法令等に基づき、主として以下のような届
出・対応等を行った。
　・全てのスタッフに対し、北海道最低賃金1010円（令
和5年10月1日発効）以上の時給を支給した。
　・施設で働く職員に対し、時間外労働・休日労働及び
深夜残業をさせた場合、それぞれ法定割合以上の割
増賃金を支払った。
　・就業規則・要綱の改正を行い、札幌中央労働基準
監督署に適切に届け出た。
　・全スタッフの就業時間や休日等について、労働基準
法を遵守した。
　・スタッフに時間外労働又は休日労働をさせるにあた
り、書面による労使協定（36協定）により必要な定めを
し、札幌中央労働基準監督署に届け出た。
　・全てのスタッフを労災保険適用とし、条件を満たす
スタッフを雇用保険に加入させた。
　・労働保険料等算定基礎賃金等の報告を北海道労
働局へ提出し、労働保険料を納付した。
　・スタッフの勤務形態、家族状況等に応じて健康保
険・年金保険資格を取得するよう、適切に届け出を
行った。
　・年1回の定期健康診断及びストレスチェックを実施し
た。
　・短時間雇用管理者を選任し、北海道労働局へ届け
出た。
　・有期雇用契約者のうち、無期転換申込権が発生し
た者に対して周知し、希望の申し込みを随時受け付け
た。
　・次世代法及び女性活躍推進法に基づく一般事業主
行動計画を公開・周知した。
　・女性活躍推進法に基づく認定制度「えるぼし」にお
いて、女性の活躍推進に関する状況等が優良な団体
として「認定段階3」を受けたことを周知した。
　・安全衛生委員会を設置し、毎月1回、各公園の担当
課長が出席して委員会を開催し、職場の安全確保及び
健康障害の防止に係る議題について検討し、その結果
を各公園・施設のマネージャーを通してスタッフに周知
して、健全な職場環境の実現に努めた。
　・維持管理作業従事者を対象に、作業における安全
確保や機械の取扱いに関する講習を実施した。
　・ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて、育児休業
等の取得奨励、職場内コミュニケーションの活性化、有
給休暇取得の奨励、ノー残業デーの設定などの取組
みを行った。
　・公的資格の取得支援、接遇や安全・技術等に関す
る内部研修の実施、優秀なスタッフや高年齢者の継続
雇用など、雇用環境の整備により、市民サービスの向
上等に結びつく取組みを行った。
　・第三者への委託業務について、受託者に当該業務
従事者の労働環境に関わる情報提供を求めた。

　指定管理施設の
現場と本部事務局
との連絡調整を密
にするとともに、関
係機関への必要な
届出を迅速かつ確
実に行うなど、労
働関係法令を遵守
し、すべての関係
手続きについて適
切に対応できた。
　当団体での労働
災害発生ゼロを目
指して、毎朝のKY
活動、ヒヤリハット
事例の共有、各公
園職員を集め安全
大会を開催し、安
全講習の実施に取
り組んだ。事故が
発生した際には、
安全衛生委員会に
おいて、再発防止
に向けた原因と対
策について検討を
実施し、安全な職
場環境の実現と、
スタッフの雇用環
境の向上を進める
なかで、市民サー
ビスの向上につな
げることができた。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有
無などの安全衛生面を含む)

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

適切な対応につ
いて評価します。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼正規職員を新たに雇用する際、現在の非正規職
員から希望者を募り、内部登用試験を実施した結
果、非正規職員4名を正規職員に内定した。

▽　防災

▼利用者の安全については、要所に注意看板、
ロープ柵等を設置して確保している。
▼拾得物の取扱いについては、遺失物法に則り、
適正に対応している。
▼損害賠償責任保険は仕様書の要求水準に適合
したものに加入した。また、保険の必要な自主事業
の実施時には、徴収した参加費から傷害保険料を
支出して対応した。
▼普通救命講習の未受講者は、講習を受講した。

計画に沿った業務
運営・研修・訓練を
実施し、満足のいく
結果であったと捉
えている。公園利
用者に危険が及ぶ
項目について、優
先的に対応した。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、
修繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▼高圧受電設備点検については適切に実施し、6
月と12月には絶縁抵抗試験、接地抵抗試験を実施
した。なお、月次点検及び抵抗試験は第三者委託
により実施した。
▼梅林地区の腐朽した木製丸太階段については、
札幌市と協議し、一部の通行止め及び簡易補修を
行った。
▼湿地に隣接している池に、水位調節のため可動
できる止水壁を設置して水の増減に対応した。

簡易に改修できる
ものについては、
スタッフ間で検討・
工夫して実施し
た。老朽化した休
養施設や丸太階
段の改修は、札幌
市と協議しつつ、
利用頻度の高い場
所の簡易補修を行
い安全の確保に取
り組んだ。また、園
路灯や受電設備
が設置から年数が
経過していること
から、安全面を鑑
み更新を要望した
い。

▼ウメ開花期間中の梅林警備計画書を消防署と
警察署に提出した。
▼ウメ開花期間中の警備のための道路許可申請
を札幌市の代理として提出した。
▼管理事務所及び格納庫の消防設備等点検を行
い、札幌市清田消防署長に報告した。

ひらおか梅まつり
を計画通り開催し
た。警察及び消防
と打ち合わせを行
い大きな問題は発
生せず実施でき
た。また、前年に
引き続き豊平警察
署の指導により道

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向
上への配慮、連絡体制確保、保険加入）

適切な管理を
行っていたと評価
します。

物価や人件費が
高騰しており、公
園の維持管理費
が厳しい中では
ありますが、適宜
工夫をし、適切な
管理を行ってい
たことを評価しま
す。

ウメ開花期間中、
大きな混乱もなく
適切な対応がな
されたことを評価
します。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

平岡 清田南 平岡 清田南 平岡 清田南

0 0 - - 0 2

52 4 - - 44 2

55 9 - - 49 4

清田南
庭球場

-

▽　不承認、　取消し、　減免、　還付

2108人数(人）

- 19

　　取消し(平岡)7件 (清田南）1件

-

　　減免(平岡）13件　（清田南）0件

稼働率(％) 21

（4）事業の
計画・実施
業務

　　スポーツの日(平岡)35件 (清田南)10件

　　現金還付(平岡)47件 (清田南)15件

- 3335

▽　利用件数等

路許可申請を札幌
市の代理として提
出した。

▽　キタキツネのエキノコックス対策

▼環境イベントを24回実施（計画24回）
　参加者373人（計画350人）
　※2回天候不良により中止

天候不良で中止と
なったイベントも
あったが目標参加
人数を達成するこ
とができた。また、
当初計画通りイベ
ントを開催すること
ができた。

424

203

6398

209

5458

▽　　環境に関する学習機会の提供業務

12058

件数(件)

人数(人）

2399

Ｒ5年度実績 R6年度計画

-

Ｒ6年度実績

天候にも左右され
るが平岡及び清田
南の庭球場の稼
働率が前年より低
下した。清田南公
園は、管理の目が
届きにくく、無断利
用や目的外利用な
ども増えてきたこと
から、できる限り見
回りを行い支払い
や目的外利用の
注意を行った。見
回りにも限度があ
ることから入口の
オートロックの設置
など防衛策を提案
したい。

（5）施設利
用に関する

業務

R5実績 R6計画 R6実績

イベント

学校行事

その他

稼働率(％)

平岡
庭球場

2462 -

2340

12498

406件数(件)

件数(件)

平岡
野球場

24稼働率(％) - 24

-

-人数(人）

平岡公園にはキタ
キツネが生息して
おり、利用者及び
従業員の安全安
心のため、本年度
もエキノコックス対
策を継続した。ま
た今年度より北海
道大学の協力を受
けキツネの巣穴の
調査及び行動調査
も行った。

北海道衛生研究所の指導を受けて、今年度もキタ
キツネのエキノコックス対策として、自作したベイト
（駆虫薬入りの餌）の散布を月1回行った。

平岡公園の特徴
を生かしたイベン
ト等を企画・運営
し、参加者も目標
を超えたことにつ
いて高く評価しま
す。
キタキツネのエキ
ノコックス対策に
ついても適切に
行われています。

適切な対応につ
いて評価します。
引き続き、細やか
な対応を心掛け
ていただきたい。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（6）付随業
務

▽　広報業務

▽　利用促進の取組

▼スポーツ施設利用の際に、今後の空き状況をお
知らせし、次回の利用予約を呼びかけた。また、平
岡公園のテニスコートに空きがない場合には、清
田南公園の利用を勧めた。

▼スポーツ施設利用促進のため、元プロ野球選手
による子供野球教室や大人向けテニス教室などの
開催計画をおこなった。

テニス教室は好評
であった。次年度
も計画開催した
い。野球教室は、
参加者が少なく、
次年度は計画を見
直し開催したい。

▼前回から継続指定を受けており、引継ぎ業務は
ない。

各取組内容につ
いては、適宜見
直しを図り、利用
促進について引
き続きご尽力い
ただきたい。

イベント情報や梅
の開花状況など
利用者にとって有
益な情報を発信
されていることに
つい評価します。
自然豊かな平岡
公園の更なる魅
力の発信をお願
いいたします。

今年度は、開花状
況、イベント等に関
する問い合わせが
多く、リアルタイム
で情報提供ができ
るツールとして、質
問への回答を含
め、情報発信に
SNSを有効活用で
きた。
　同じく公式ホーム
ページでも開花状
況、イベント等の情
報発信をこまめに
継続したことが功
を奏し、閲覧数の
増加につながった
と考える。

メールフォームで
の質問等に迅速に
対応し、公園利用
時の不安を取り除
き、安心して来園
できるよう取り組ん
だ結果、今年度も
来園者の方より
「ホームページを
見ている」等のお
声がけをいただい
た。

▼公園施設でのイベント情報、開花情報、各種お
知らせなど迅速かつ正確に利用者へ伝えることを
目的として広報を行い、施設のPRに努めた。
▼インターネットを効果的に活用し、リアルタイムな
情報発信に努めた。
・公式ホームページ
　平岡公園アクセス数(ページビュー数)は629,841
件となり、前年度比約106.1％の　閲覧数となった。
　　清田南公園アクセス数(ページビュー数)は
11,668件となり、前年度比約115.7％の　閲覧数と
なった。
・メールフォームの活用
　公式ホームページ内のメールフォームから来る
　問合せに即時に対応した。

▼公園ホームページについてのウェブアクセシビリ
ティ研修を担当職員対象に実施した。また取組確
認・評価表を、令和7年3月25日に公開した。
▼プレスリリースの活用
開花情報やイベント情報等の告知を発信するため
プレスリリースを行い、媒体に取り上げていただく
機会を増やした。
▼チラシの配布
子ども向け自然観察・環境教育系のイベント情報
のチラシ配布を近隣教育機関やまちづくりセンター
へ行った。

▽　引継ぎ業務
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　意見・要望につ
いては、今年度も
称賛を多くいただ
いた。しかし、破損
や劣化している施
設に関する意見要
望が多く公園の総
合満足度を下げて
いる。日常管理で
ベンチや園路の簡
易補修など行って
いるが、大規模な
修繕を要望した
い。

自然が良い。

ベンチに使用禁止のテープ、立ち入り禁止のロー
プばかり。だらしない印象で残念。

来園目的は、イベント及び自然観察が多い。

公園の総合満足度は、要求水準70％に対し
て95％と大幅に上回った。

スタッフの接遇に対する満足度は、要求水準
80％に対して92％と大きく上回った。

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

結果概
要

清田区・厚別区の居住者の利用が多い。

それぞれの木に名札があると良い。

立ち入り禁止が多すぎる。

道路、橋、木道が壊れていて立入禁止～多す
ぎます。もう何年も直していません。予算をす
ぐつけるべきです。直す気ありますか？お金
がないとはいわせません。ドームなんか壊し
ていい！

スタッフが優しい。

▼管理事務所で、ウメ開花時期には、第２駐車場とログハウス
で、車いすの貸し出しを行い、来園者の利便に供した。

手数料事業及び売
店設置事業収入
は目標を上回っ
た。また、売店事
業やイベント事業
収入もオリジナル
商品の販売やス
ポーツイベントなど
の運動イベント開
催により目標を大
きく上回った。

実施方
法

管理事務所のロビーにて配布

イベント参加者への配布

調査数　100人

適切に実施され
ています。利用者
のニーズを捉え
たイベント等の企
画ができているも
のと考えます。
引き続き、平岡公
園ならではのより
良い取組につい
て検討を重ねて
いただきたい。

要求水準を10ポ
イント以上上回
り、高い評価で
あったことは、ス
タッフの皆様の日
頃の丁寧な対応
の結果と考えま
す。
利用者からのご
意見・ご要望を参
考に引き続き真
摯な対応をお願
いします。

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

季節毎に来園者ア
ンケートを実施し
た。しかし、前年よ
り少なくなった。接
遇・公園総合満足
度共に要求水準を
超えて高い評価を
得られた。自家用車・徒歩での来園が多い。

▼第三者委託の業務についてはすべて市内企業に発注した。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼手数料事業（開花期間臨時売店、自動販売機）

　手数料収入3,361.7千円

▼売店事業収入218.3千円

▼イベント事業収入140.7千円
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1,915

▽　収支

項目

2,678

指定管理業務収入 60,799 62,109 1,310

収入 64,219 66,897

R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

324

純利益 0 ▲ 136 ▲ 136

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマ
ン条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

458

▼各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼情報公開請求はなかった。
▼当公園の管理等に係るオンブズマンの実地調査はなかっ
た。
▼公園使用者に対する告知として、暴力団活動や暴力団の資
金源となる活動に公園を使用できない旨の文書を園内に掲示
した。
▼物品購入や業務の委託等に際して、暴力団員や暴力団関
係事業者を相手方としないよう徹底した。

▽　説明

▼　指定管理費収入について、指定管理費収入について、「札
幌市都市公園の維持管理に関する協定書の改定協定書」に
よる143千円の増額、「札幌市都市公園の維持管理に関する
協定における費用見直し等に関する確認書（電気料金等）」に
よる1,772千円の増額があり、合計1,915千円の増となった。
▼　利用料金収入は605千円の減となった。
▼　自主事業収入は、「梅まつり」の開催等により1,368千円の
増となった。
▼　指定管理業務支出は、委託費用の大幅な増加があったも
のの、臨時職員の欠員補充が出来なかったこともあり、955千
円の増でとどまった。
▼　自主事業支出は、公益事業への繰入が増えたことで、計
画より1,993千円の増となった。
▼　利益還元については、公益法人の特質上、協会全体とし
て収益の約半分を公益事業に繰り入れている。

▼札幌市公園緑化協会の財務状況等は、令和６年度、赤字
決算となり、運営安定化積立資産も取り崩すこととなった。全
体を見るとあきらかに指定管理費が不足しており自主事業の
さらなる増収増益を行い経営能力の安定化を図って行かなけ
ればならない。

0 0 0

0 0

自主事業収入 3,420 4,788 1,368

指定管理業務支出 63,361 64,316 955

支出 63,761 66,709 2,948

自主事業支出 400 2,393

梅まつりの開催に
より、自主事業収
入が増えた。

188 ▲ 270

▲ 134

利益還元

適切に管理され
ているものと考え
ます。
厳しい財政状況
のなかですが、
引き続き効率的
な業務遂行を
行っていただくよ
うお願いいたしま
す。

４　収支状況

55,830 57,745

法人税等

利用料金 4,969 4,364 ▲ 605

その他 0

1,993

収入-支出 458

（千円）

指定管理費
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Ⅲ　総合評価

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

清田南公園

１．指定管理者として、ほぼ計画通りに業務を遂行
できた。公園スタッフに安全教育を徹底し、安全管理
に努めた。

２．遊具広場がリフレッシュされたことから、ファミ
リーの利用が増えた。それに伴いホームページの閲
覧数も増加した。来園者増により園内のゴミも増加
傾向にあるため、清掃と園内点検を強化した。

３．利用者の利便を考え自動販売機１台の設置を継
続した。

　次年度も安全第一に作業を実施したい。園内点検を
行い安全管理に努めたい。

平岡公園

１．計画通り梅まつりを開催した。また、梅まつり以
外のイベントも計画通り開催した。管理作業につい
ては、ほぼ計画通りに業務を遂行できた。公園ス
タッフに安全教育を徹底し、安全管理に努めた。

２．指定管理期間中ボランティアの活動支援に力を
入れ、できる限りの活動と活動支援を行った。

３．ウメの生育管理に重点を置き、ウメの生育向上
に努めた。

４．園内の施設の老朽化に伴い安全管理に注力し
日常点検で危険個所を発見し簡易補修や使用中止
処置を行った。

次年度も安全第一に作業を実施する。自主事業につ
いては採算を考慮し、収支を維持できるものを企画す
る。また次年度も「ひらおか梅まつり」を開催し来園者
の増加を図りたい。その他、広報を控えたことにより参
加者が減少したイベントが多いため広報を強化して、
平岡公園の強みを生かした環境教育を基調としたイベ
ントの参加者増及び活動の減ったボランティア活動の
回復を図りたい。

１．ボランティア活動の支援充実に取り組む。

２．環境教育イベントの充実及び広報に取り組む。

３．引き続きウメの管理に重点を置き、ウメの樹勢回復
及びウソの被害対策に努めたい。

４．引き続き安全管理に努めたい。

各項目の所管局評価参照。引き続き、事故等の防止
や利用者の安全確保に十分留意しながら、健全な管
理運営に努めていただきたいと考えます。

公園の特徴を生かした利用促進等を行っており、適
切な運営を行っていたことを評価します。
今後もメリハリをつけた維持管理に努めていただき、
利用者満足度の維持・向上を期待します。
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